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キーワード： 談話語用論，機能統語論 

技術相談 

提供可能技術： 

・語用論や談話分析に関するワークショップ 

・国際交流支援 

・ 

研究内容： 日本語談話における「センタリング理論」の研究 

 

発話ごとの「対象(center)」がどのように焦点化され談話の一貫性(coherence)を成すかをモデル化した「センタリング」

を研究しています。 

 

英語での談話に基づくと「主語＞目的語＞その他」の順に対象が焦点化されやすいと言われていますが、英語と異な

る言語での談話においては、英語には見られない文法機能の存在から、それぞれの言語での焦点化の順位が考えら

れます。日本語の談話の場合、主題を表す助詞の「は」がついた対象や、ゼロ代名詞（発話中で省略されているもの）と

なった対象が、主語よりも焦点化されやすくなります。 

  
(1) Mary ate the cake. 
☞ 主語の Mary が最も焦点化された対象で、次の発話においても最も焦点化される 
可能性が高い。 

 

 

(2) メアリーがケーキを食べた。 
☞ 主語を表す助詞「が」がついた「メアリー」が最も焦点化され、「メアリー」が 
次の発話でも最も焦点化される可能性が高い。 

 
 

(3) ケーキはメアリーが食べた。 
☞ 主題を表す助詞「は」がついた「ケーキ（目的語）」が主語「メアリー」よりも 
焦点化された対象で、「ケーキ」が次の発話でも最も焦点化される可能性が高い。 

 

 

また、英語は「主語-動詞-目的語」が基本語順の「主要部前置言語」であるのに対し、日本語は「主語-目的語-動詞」

が基本語順の「主要部後置言語」であることも、焦点化の順位づけに関わると考え、複文（主節と従属節からなる文）に

おけるセンタリングについても検証しています。 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  


